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茨城県人口

２，８４８，１３４人

高齢化率：３０．４％

茨城県・常陸大宮市周辺市町村の人口構成 令和４年４月1日現在

大子町
人口：１５，１９５人
高齢化率：４８．１％

城里町
人口：１７，７２７人
高齢化率：３９．２％

ひたちなか市
人口：１５６，５８１人
高齢化率：２６．６％

常陸太田市
人口：４７，４５４人
高齢化率：４０．２％

水戸市
人口：２７０，６８５人
高齢化率：２７．５％ 那珂市

人口：５３，５０２人
高齢化率：３３．１％

日立市
人口：１７１，２２３人
高齢化率：３３．４％

東海村
人口：３７，８６２人
高齢化率：２５．９％

常陸太田・ひたちなか保健医療圏内

４市１町１村人口

３４８，９１２人

高齢化率：３５．２％
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常陸大宮市

人口： ３８，３１８人

面積：３４８．３８㎡

高齢化率：３８．０３％

（令和４年４月１日時点）



志村フロイデグループ (令和4年4月1日現在)

医療法人 博仁会

昭和２６年１０月志村大宮病院開設

昭和３２年１０月法人化

拠点・事業所数：３５ 職員数：８６２名

社会福祉法人 博友会
平成１２年１０月

拠点・事業所数：２６ 職員数：２５６名

学校法人 志村学園
平成２２年３月

拠点・事業所数：１ 職員数： １７名
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医療法人博仁会の沿革・概要
医療療養病棟
チロル館

医療療養病棟
チロル館

茨城北西総合
リハビリテーションセンター
回復期リハビリ病棟

スイス館

茨城北西総合
リハビリテーションセンター
回復期リハビリ病棟

スイス館

介護老人保健施設
大宮フロイデハイム
介護老人保健施設
大宮フロイデハイム

志村大宮病院 ドイツ館
一般病棟

緩和ケア エーデルワイス病棟

志村大宮病院 ドイツ館
一般病棟

緩和ケア エーデルワイス病棟

昭和２６年 志村大宮病院設立
平成８年 介護老人保健施設

大宮フロイデハイム開設
平成１５年 茨城北西総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ開設

（回復期ﾘﾊﾋﾞﾘ病棟・総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ施設）
平成２０年 志村ｸﾘﾆｯｸごぜんやま開設
平成２１年 ＤＰＣ対象病院
平成２２年 在宅療養支援病院
平成２７年 緩和ケア病棟開設

法人の沿革（概略）

許可病床数 178床
（一般48床・地域包括ｹｱ12床・緩和ケア20床
回復期リハビリ50床・医療療養48床）
看護体制 一般：10対1
リハビリ 脳血管Ⅰ 運動器Ⅰ 呼吸器Ⅰ

診療科目 16科目
外来処方 院内・院外処方

病院の概要

外部機関認定・認証
日本医療機能評価機構 主たる機能:一般病院1 副機能：緩和ケア病院 リハビリテーション病院
付加機能：リハビリテーション機能 ＩＳＯ9001・2015 ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰﾏｰｸ くるみんﾏｰｸ 健康経営優良法人
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志村フロイデグループの在宅支援体制
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介護老人保健施設
大宮フロイデハイム

介護老人福祉施設
御前山フロイデガルテン

志村大宮病院

在宅療養支援病院

＝

訪問診療

おおみや
ホームヘルパーステーション・定期巡回サービス

ごぜんやま
ホームヘルパーステーション

訪問薬剤管理指導

訪問食事・栄養指導

おおみや配食サービスセンター

ごぜんやま配食サービスセンター

しろさと配食サービスセンター

おおみや総合ケアプランセンター

みと総合ケアプランセンター

ひたちなか総合ケアプランセンター

ごぜんやま総合ケアプランセンター

やまがた総合ケアプランセンター

おおみや訪問看護ステーション

志村大宮病院
訪問リハビリテーションステーション

ごぜんやま訪問入浴サービスセンター

訪問介護
（24H対応）

定期巡回サービス

配食

居宅介護支援

宅配サービス

訪問看護（24H対応）

訪問リハビリ

訪問入浴

志村大宮病院 フロイデクリニック水戸

みと訪問看護ステーション

ひたちなか訪問看護ステーション

ともべ訪問看護ステーション

大宮フロイデハイム
訪問リハビリテーションステーション

フロイデクリニックみと
訪問リハビリテーションステーション

みと
ホームヘルパーステーション・定期巡回サービス

ひたちなか
ホームヘルパーステーション

ともべ
定期巡回サービス

地域密着型
介護老人福祉施設
大宮フロイデドルフ

令和4年2月現在



・志村大宮病院（１７８床）
日本医療機能評価機構 主たる機能:一般病院1
副機能：緩和ケア病院 リハビリテーション病院
付加機能：リハビリテーション機能
ＩＳＯ9001・2015 ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰﾏｰｸ
くるみんﾏｰｸ 健康経営優良法人
一般病棟（48床）
地域包括ケア病床（12床）
緩和ケア エーデルワイス病棟（20床）
志村地域医療連携センター
志村検査・健診センター
茨城県指定 認知症疾患医療センター
呼吸器センター

・茨城北西総合リハビリテーションセンター
回復期リハビリテーション病棟 スイス館（50床）
総合リハビリテーション施設 ヨーデルリハビリテーションセンター
（脳血管疾患等Ⅰ・運動器Ⅰ・呼吸器）
茨城県指定 地域リハビリテーション広域支援センター
茨城県指定 小児リハ・ステーション
茨城県指定 おおみや訪問リハ・ステーション

・医療療養病棟 チロル館（４８床）

・介護老人保健施設 大宮フロイデハイム
入所、ショート（８０床）
大宮デイケアセンター

・志村フロイデ地域包括ケアセンター
おおみや訪問看護ステーション
おおみやホームヘルパーステーション
志村大宮病院訪問リハビリテーションセンター
フロイデおおみや定期巡回サービス
大宮ケアプランセンター

・おおみや配食サービスセンター

・機能訓練センター フリューゲル
自立訓練（機能訓練）

・フロイデ総合在宅サポートセンター山方
リハビリ機能強化型デイサービス
フロイデ小規模多機能型ホーム山方
やまがた総合ケアプランセンター

・フロイデ総合在宅サポートセンター緒川
リハビリ機能強化型デイサービス

・フロイデ総合在宅サポートセンター 大宮
リハビリ機能強化型デイサービス
フロイデ小規模多機能ホーム大宮
鈴木芳夫記念 アクティビティセンター
フィットネスセンター

・介護老人福祉施設 御前山フロイデガルテン
ごぜんやま総合ケアプランセンター
ごぜんやまデイサービスセンター
ごぜんやまホームヘルパーステーション
ごぜんやま配食サービスセンター
ごぜんやま訪問入浴サービスセンター
常陸大宮市指定 在宅介護支援センターごぜんやま

・地域密着介護老人福祉施設
大宮フロイデドルフ

・フロイデアシストハウス大宮
サービス付き高齢者住宅

・フロイデ総合在宅サポートセンター美和
リハビリ機能強化型デイサービス
フロイデグループホーム美和

・フロイデ総合在宅サポートセンター城里
リハビリ機能強化型デイサービス
フロイデ小規模多機能ホーム城里
しろさと配食サービスセンター

・フロイデ総合在宅サポートセンター水戸けやき台
リハビリ機能強化型デイサービス
フロイデ小規模多機能ホーム水戸けやき台
・つどいの家
地域密着型通所介護
・フロイデアシストハウス水戸けやき台

・フロイデ総合在宅サポートセンター水戸河和田
リハビリ機能強化型デイサービス
フロイデ小規模多機能ホーム水戸河和田

・フロイデ総合在宅サポートセンターひたちなか
リハビリ機能強化型デイサービス（１日型・半日型）
フロイデ小規模多機能ホームひたちなか
認知症対応型通所介護 いちょうデイ
ひたちなか総合ケアプランセンター
フロイデひたちなか訪問看護ステーション
フロイデひたちなかホームヘルパーステーション
・フロイデグループホームひたちなか
認知症対応型共同生活介護
コキヤデイサービス
・ひたちなか市指定 ひたちなか市北部地域包括支援センター

・フロイデグループホーム桂
認知症対応型共同生活介護

・フロイデ総合在宅サポートセンター友部
リハビリ機能強化型デイサービス
フロイデ看護小規模多機能ホーム友部
フロイデともべ訪問看護ステーション
フロイデともべ定期巡回サービス
フロイデアシストハウス友部

・フロイデ工房しろさと
就労移行支援
就労継続支援B型
カフェ インスブルック

・フロイデ工房なか
就労移行支援・就労継続支援B型

・ロッティなか
児童発達支援・放課後等デイサービス

・フロイデ水戸メディカルプラザ
フロイデクリニック水戸（無床診療所）
フロイデ水戸堀町デイケアセンター
フロイデ看護小規模多機能ホーム水戸堀町
フロイデアシストハウス水戸堀町
フロイデみと総合ケアプランセンター
フロイデみとホームヘルパーステーション
フロイデみと定期巡回サービス
フロイデみと訪問看護ステーション
フロイデみと訪問リハビリテーション
フロイデ工房みと
就労移行支援
就労継続支援A型
フロイデメディカルフィットネスセンター水戸
コミュニティカフェ ミッテンヴァルト

常
陸
大
宮
市

城
里
町

那
珂
市

水
戸
市

笠
間
市

ひ
た
ち
な
か
市

・認知症対応型通所介護
志村デイサービスセンター

「さくらデイサービスセンター」

・常陸大宮市指定 在宅介護支援センターおおみや

志村フロイデグループ
（SFG)ご案内

・志村クリニックごぜんやま
無床診療所

・常陸大宮市指定 常陸大宮市北部地域包括支援センター

・有限会社 いばらき総合介護サービス
介護用品専門店 あんしん介護プラザ
（福祉用具販売・レンタル・住宅改修）
コミュニティカフェ BAHNHOH（バンホフ）
キヨスクプラッツ
テクノエイドセンター

・学校法人 志村学園
茨城北西看護専門学校
看護学科
介護福祉士学科
日本語学科開設準備室

茨城県

千葉県東京都埼玉県
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志村フロイデグループにおける
情報連携と外部との連携課題
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目次

①法人内部・外部との医療・介護情報の共有方法

②共有する情報の項目

③利用者が閲覧できる情報の種類等
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■法人内情報連携・交換

・医療と介護の情報共有はＨＯＰＥ⇔ＷＩＮＣＡＲＥで連携
・医師⇔ケアマネジャー・介護事業所の記録を相互に閲覧
・ケアマネジャー・介護事業所⇒病院の診療記録・血液検査・薬の処方内容

■法人外は「メディカルケアステーション」「電子連絡帳」「スマケア」で情報連携

志村フロイデグループ内 医療・介護連携

訪問系サービスはタブレット型
介護記録システムでスタッフ間の情報共有や
医療・介護連携をする

SFG情報共有会議
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医療⇔介護の情報連携

医療と介護の連携（法人内）

本人・家族の閲覧不可 10



志村フロイデグループの医療・介護の連携システム
～医師の診断・病名の履歴～

病名履歴医師の診断
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志村フロイデグループの医療・介護の連携システム
～薬の処方・薬剤師の記録～

薬の処方内容
薬剤師の記録
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志村フロイデグループの医療・介護の連携システム
～検査結果～

検査結果
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志村フロイデグループの医療・介護の連携システム
～各医療・介護サービスの記録～

時系列での医療介護サービスの記録

ケアマネージャー

訪問介護

ショートステイ
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・どこからでもスケジュール確認
・その場で記録/印刷
・空き時間に報告書作成

在宅スマートデバイスオプション
～訪問看護・訪問リハビリ・訪問介護・ケアマネジャー～

モバイルプリンタで
印刷が可能

訪問先で記録することで、シームレスな情報共有が可能
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医療法人

博仁会

社会福祉法人

博友会

ケアタウン友部

ケアタウンひたちなか

ケアタウン大宮

ケアタウン水戸

SFG情報共有会議

毎朝20分、病院とサテライト施設
をつないだWeb会議

2021.4.1運用開始 16



夜間帯や看取りの近い利用者・患者特変事項情報
空き情報 訪問予定数

情報共有会議

目 的：

法人内サービスの連携を強化し、病院、在宅、施設、サ高住等、状態に合わせた柔軟かつ効率的なサービスが提供できる体制づくり

参加者：

病院部門（連携室・診療サービス課・外来・病院リハビリ科等）、老健部門、施設部門、各ケアタウン、訪問看護師、ケアマネジャー等

開催日時：

月～土曜日（８：４０～９：００）

開催場所：

志村フロイデ地域包括ケアセンター

A様

B様

C様
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SFG在宅医療介護支援体制 全体図
病院システム

訪問看護訪問介護

訪問リハビリ

通所介護

通所リハビリ

（看）小多機

居宅支援事業所

HOPE/WINCARE－ESサー
バー

定期巡回

スマケア

スマートデバイス

HIMVIT

医療
電子カルテ

●訪問診療
HOPE LIfeMarｋ-SX

往診用 モバイルPC

HOPE

●訪問診療
往診用 モバイルPC

閲覧・記録

閲覧・記録

医療・介護情報
連携システム

Medical STATION

訪問介護

訪問リハビリ

通所介護

通所リハビリ

（看）小多機

定期巡回

訪問看護 居宅支援事業所

Medical STATION
外部連携

情報閲覧
画像等閲覧可能

フロイデ水戸クリニックPC

志村大宮病院

フロイデ水戸クリニック

医療・介護
コミュニケーション連携

ICTツールによる情報連携
多職種とのコミュニケーション情報

SmaCare

電子連絡帳

18



■法人外は「MCS」、「電子連絡帳」、「SｍａCａｒｅ」で情報連携

医療⇔介護の情報連携

医療と介護の連携（法人外）

Medical STATION
電子連絡帳

・医療機関が中心に利用傾向

本人も家族も「閲覧・記載可能」
専門職の閲覧と患者の閲覧が分かれている

市町村が中心になり利用
・市町村の事業

本人も家族も「閲覧不可」
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医療と介護の連携（MCS）
連絡ツール

医療・介護側の情報と患者様側の
閲覧が分かれている。
状態の報告をメインとしている。
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ケアマネ

薬剤師

ヘルパー

医療と介護の連携（電子連絡帳）

MCSも電子連絡帳も情報共有
のツールである。

本人・家族は日々の状況の
把握を一番に求めている。
（ケアの記録）
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■法人外は「SｍａCａｒｅ」定期巡回随時対応型訪問介護看護の情報連携

医療⇔介護の情報連携

医療と介護の連携（法人外）

SmaCare

定期巡回随時対応型訪問介護看護
専用の記録システム

本人も家族も「閲覧のみ」

介護者A

介護者B
事業所

ケアマネなど

本人・家族

病院・診療所
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SmaCareアプリ 定期巡回随時対応型訪問介護看護システム

3つの機能
○記録システム ○管理システム（プランナー） ○通報システム（オペレーター）

介護者A

介護者B
事業所

ケアマネなど

本人・家族

病院・診療所
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外部との情報共有

SmaCareはクラウドサービスなので、
URLを入力すれば、何処でも誰でもアクセス可能。

ログイン画面から先に進むには、
個別のIDとパスワードが必要。

ケアマネジャー・ご家族・訪問看護など、
関係者ごとのIDとパスワードを作成し、SmaCareのURLと共に配布。

ホームネット株式会社 資料引用
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ホームネット株式会社 資料引用

SmaCare内の管理方法

⑧申込書・介護保険証・負担割合証など

・新規申込書
・介護保険証
・負担割合証

・ケアプラン※
・処方箋
・利用者宅の外観
・駐車（駐輪）場所
・必要物品の位置

その他の必要な書類や情報は、写真撮影もしくはデータ化（PDF等）し、“そ
の他ファイル“内に登録。

“その他ファイル“内の情報が充実
すると、初回訪問時の同行が不要
になるケースもあります。

※ケアプランの電子化及び保管方法については、保険者への確認が必要です。

（PDF）
（写真・PDF）
（写真・PDF）
（PDF）
（写真・PDF）
（写真）
（写真）
（写真）
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外部との情報共有

関係各所がそれぞれのスマートフォンやPCで、
サービス実施記録の確認が可能に。

IDごとに閲覧可能な利用者を限定することで、個人情報の漏洩を防止。

ホームネット株式会社 資料引用
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カイポケ連携 （居宅介護支援事業所）

〇事業所間の情報共有ツール

・サービス提供表
・介護保険証
・写真
（PDFデータとしてアップ出来る）
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目次

①法人内部・外部との医療・介護情報の共有方法

②共有する情報の項目

③利用者が閲覧できる情報の種類等

28



現状の把握（外部との連携）

①「本人・家族・介護事業所間・医療と介護の連携」でそれぞれ共有する事が
求められる情報とは？

⇒「本人・家族」 ケアプラン・介護記録（日々の記録）

⇒「介護事業所間」 基本情報・ケアプラン・アセスメント・病歴
薬情・バイタル・体重・長谷川式認知症スケール（HDS-R）

⇒「医療と介護の連携」 基本情報・ADL・自宅の環境・日々の介護記録・病状
薬情・病院での入院情報・診察の情報

②現状出来ている情報（紙媒体）

⇒介護保険証・負担割合証・基本情報・ケアプラン

⇒入院時・退院時の情報（サマリー等）
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現状の把握

課題１，患者Aの情報について、各個別の
情報は持っているが横のつながりが少ない。
課題２，各事業所が持っている情報を共有
するには、紙ベース⇒電子ベースでの運用
が必要と考える。
⇒介護事業間の文章情報交換の効率化

医療情報
介護情報

かかりつけ医

病状・薬情

病院

入院時の情報

ケアマネ

通所介護
訪問介護訪問看護 訪問入浴福祉用具

患者A（現在）

薬局

薬の情報
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市町村

ケアマネ

福祉用具 訪問看護 通所介護 訪問介護 訪問入浴

ケアマネと行政間

31



①要介護認定の認定調査

②認定調査の実施①認定調査の依頼

市役所・区役所等 ケアマネジャー
(調査員）

認定調査票が
郵送される

③認定調査票を作成し、
作成した書類を郵送もしくは
直接市役所等に持参する

※基本的に紙での対応

認定調査票

電子データもしくはクラウド等で市役所⇔ケアマネジャー間で
やりとりができないか

②要介護認定の結果の受け渡し

ケアマネジャー市役所・区役所等

直接取りにいく

郵送を依頼する

認定の結果

現在の介護保険事業において、ケアマネが中心に
動いている中、ケアマネに情報がスムーズに行く
ようにする事で、事業所へもスムーズな情報が行
くのではないかと考える。ケアプランデータ連携
を（市町村・居宅介護支援事業所・介護事業所）
活用出来ないのか

郵送 電子データもしくはクラウド等で受け渡しできないか

ケアマネと行政間の現状（文章情報連携）

ケアプランデータ連携システム
のように・・・
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市町村

ケアマネ

福祉用具 訪問看護 通所介護 訪問介護 訪問入浴

ケアマネと事業所間

厚労省：介護保険最新情報Vol.１０９６
資料引用
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ケアマネと事業所間の共通事項（介護保険）

①保険証・負担割合証

このような情報を「紙ベース⇒電子ベース」で行い、ケアマネ・介護事業所間で情報
閲覧・取り込みができるシステムが必要ではないかと考える。共通項目については、
共有してもいいのではないか？

②基本情報

④ケアプラン

③調査情報
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市町村

ケアマネ

福祉用具 訪問看護 通所介護 訪問介護 訪問入浴

介護事業所間
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電子ベース（情報共有）への変更（医療保険）

①主治医意見書・訪問看護指示書

紙ベースでの運用
郵送でのやり取り

問題点
（医療機関と介護事業所の連携）

訪問看護指示書については、「医療機
関⇒訪問看護」発行するが、実際の在
宅においては「他の在宅サービスも先
生からの指示」を確認出来た方が良い。
特に看護師等においては、心身の状況
状態変化の際に参考にする為。

36



電子ベース（情報の共有）への変更（介護保険）

①訪問看護計画書・報告書

医療介護連携を考えると、このような書式から
「紙ベース⇒電子ベース」で行い、医療だけで
なく介護事業所が閲覧できるシステムが必要
ではないかと考える。

紙ベースでの運用
郵送でのやり取り
（月1回）
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電子ベース（情報の共有）への変更（介護保険）

①バイタル関係（血圧・熱・SPO2）

②身長・体重

上記の項目については、全国共有でありデータとし
て共有してもいいのではないかと考える
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まとめ

将来的には、日々の記録を共有出来る事が必要だと感じる。しかし、介護ソ
フトの連携の問題もあるので、現実的には現在各事業所事に記録している、
共通事項を「紙ベースからデーターベース」に移行して共有する事で事業所
では効率化に繋がり、利用者様・ご家族からは、同じことをお答えしなくて
もよくなり、負担が少なくなるのではないかと考える。介護事業所間の情報
連携をスムーズに行えるプラットフォームを願っています。

紙ベースでの運用郵送やFAXのやり取りを
なくし、業務の効率化

紙ベースをデーターベース
（共通事項）
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